




















































たドップラー速度場 (−20 km s−1 ∼+20 km s−1)。
結果として、フィラメントの噴出速度は最初の 5分間は 40km s−1で、70km s−1に加速
した後 45km s−1で下降した。またドップラー速度から求めたフィラメントの回転角速度
は 7.9×10−3 rad s−1と求まった。これにより、フィラメントの回転エネルギーは 6.7×1027
erg、噴出エネルギーは 3.8× 1027 ergと求まった。
今回の研究ではフィラメントが剛体回転しているとみなして回転エネルギーを求めた
が、実際はフィラメント内部では角速度が連続的に変化していると考えられる。これらを
踏まえ、より現実的なモデルでの噴出型フィラメントのエネルギー分布を求める必要が
ある。
(大辻 賢一 記)
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